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ローカライズ企業としてESECに初出展
「UI ローカライズ のスピードアップ」をご提案

アラヤ株式会社

アラヤ株式会社はこの度、ESEC（「第12回 組込みシステム開発技術展」主催：リード エグジビション ジャ

パン、5月13～ 15日、於 東京ビッグサイト）に、ローカライズ企業として初出展します。「～グローバル

展開を成功に導く～ ローカライズ スピードアップのご提案」をテーマに、輸出製品に搭載されている組込

みシステムの多言語版制作におけるノウハウをご紹介します。

「言語」は輸出製品の「最後の部品」

輸出用の家電製品や工作機械には、外国語のUI（ユーザーインターフェース）が組み込まれています。製

品によっては30言語以上というケースも珍しくありません。つまり「言語」は輸出製品にとって必要不可

欠な「部品」̶ これまであまり注目されなかったという意味で「最後の部品」ともいえます。しかも低品質な

UIは、製品の出荷停止を招くこともあり、輸出企業にとってはグローバル展開を左右する極めて重要な部

品なのです。

輸出産業を支えるローカライズ企業・アラヤ

数十言語に及ぶUIやマニュアルの外国語版作成―すなわち「ローカライズ」を効率的に行うには、専門的

な知識と技術が必要とされるため、輸出企業の多くはこの業務を社外に委託しています。ローカライズ企業

は、独自のノウハウで日本の輸出産業を支えているのです。アラヤはローカライズ業界の中でも急成長を遂

げている注目の企業です。

UIローカライズのスピードアップで「世界同時発売」をサポート

アラヤは、大手家電・工作機械メーカーのマニュアルやUIのローカライズを数多く手がけてきた経験か

ら、言語とIT知識を駆使したローカライズのノウハウを蓄積してきました。他社に先駆けて「世界同時発売」

を可能にする体制を実現し、海外市場制覇を目指す輸出企業の皆さまを、アラヤ独自の技術と経験でサポー

トする̶それが私たちのミッションです。

The Localization Innovatorとして、さらなる成長の契機に

輸出企業と組込みシステム開発会社の皆さまに、ローカライズ業務の重要性を認識していただきたい。グ

ローバル展開を成功させるためにアラヤのソリューションを活用していただきたい。会場でお客さまの生

の声をお聞かせいただいてさらなるサービス向上を図りたい̶このような思いから、アラヤはESECへの

初出展を決意しました。“The Localization Innovator”への新たなる成長の契機とするべく、成功に向け

て社員一同、力を結集します。




